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Town Topicsまちの話題

絵画から伝える「元気になってね」山を守ることは海を守ること

まちの特産品を求めて

豊浦町美術協会 国保病院に作品展示いぶり噴火湾漁協豊浦・礼文地区女性部植樹祭

第48回とようらいちご豚肉まつり

　豊浦町美術協会（伊藤洲司会長）の会員の皆さん
が国保病院の外来待合室スペースに油彩などの作
品を展示しました。平成28年から6月と12月の年
2回作品の入れ替えをし展示しています。
　伊藤会長は「病院に来られた方が絵を見て、元気
になってくれたらとの願いで展示しています。」と
話していました。
　現在、会員を募集しています。入会、お問い合わ
せは、社会教育係（☎︎83−2239）までお願いします。

　6月6日、新山梨でいぶり噴火湾漁協の豊浦・礼
文地区女性部主催の植樹祭が行われました。
　この日は、女性部、青年部、建設協会など関係者
約50人が、ミズナラの苗木約300本を植樹しまし
た。今回植樹した苗木は、15 ～ 20年かけて成長し
ます。
　今年で25回目を迎えるこの活動は、これからも
噴火湾の環境保全のため続きます。

　6月9日、晴天のなか豊浦町のビッグイベント
「いちご豚肉まつり」が開催されました。
　開会前から豊浦いちごを求める方の長蛇の列
ができ、とようらポークの丸焼きも人気を集めた
ほか、家族や友人などでバーベキューを楽しむ方
など約2万6千人が来場しました。
　また、豊浦小学校のマーチングバンドや豊浦中
学校の吹奏楽部による演奏などが会場を盛り上
げ、お祭りは大盛況で終わりました。 ▲朝6時から並び、やっとの思いでいちごを手に

▲とようらポークをバーベキューで堪能▲びっしりと来場客であふれる会場

▲自信作の絵画を後ろに美術協会の皆さん。▲スコップやくわで土を掘り、苗木を植えました。


